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鹿
児
島
大
学
生
が
町
の
取
り
組
み
や
課
題
を
学
ぶ

長
島
町
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催

　
９
月
24
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
日
間
、
鹿
児
島

大
学
法
文
学
部
の
自
治
体
政
策
論
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
12
人
の
学
生
が
、
地
域
の
課
題
や
自
治
体
政
策

を
実
践
的
に
学
ぶ
た
め
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
学
生
ら
は
、
行
人
岳
や
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
な
ど

を
視
察
し
、
町
の
歴
史
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
振
興
の
取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。
町
職
員
と

の
意
見
交
換
で
は
、
視
察
を
通
じ
て
見
え
て
き
た

課
題
に
対
す
る
政
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
、
学
生
ら
は
約
３
カ
月

間
に
わ
た
り
調
査
・
研
究
を
進
め
、
本
町
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
た
政
策
提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

萩
之
牟
礼
老
人
ク
ラ
ブ
が
景
観
協
定
団
体
に
認
定

み
ん
な
で
作
る
花
壇
で
交
流
を

　
９
月
24
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
協
定
団
体

の
認
定
授
与
式
が
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
認
定
さ
れ
た
萩
之
牟
礼
老
人
ク
ラ
ブ
の

「
老
人
会
萩
之
花
（
代
表
・
福
永
功
憲
）」
に
、
長

岡
副
町
長
か
ら
認
定
書
と
認
定
看
板
が
手
渡
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
永
代
表
は
「
花
壇
の
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば

と
前
か
ら
考
え
て
い
た
。
手
入
れ
を
『
老
人
会
萩

之
花
』
の
み
ん
な
で
行
う
こ
と
で
、
同
会
の
交
流

を
深
め
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
９
月
25
日
、
町
内
の
各
集
落
で
十
五
夜
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
各
家
庭
を
訪

れ
、
お
菓
子
を
も
ら
う
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
言
う
声
が
町
中
で
聞
こ
え
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
６
時
30
分
、
指
江
自
治
公
民
館
で
は
、

集
落
の
子
ど
も
や
保
護
者
、
住
民
な
ど
約
70
人

が
集
ま
り
、
綱
引
き
と
相
撲
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
相
撲
に
参
加
し
た
濵
﨑
陸り
く
と斗
さ
ん
（
９
歳
）
は

「
綱
引
き
や
相
撲
な
ど
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
相

撲
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
十
五
夜
祭
り

来
年
も
が
ん
ば
る
ぞ

町
内
の
中
学
校
で
体
育
大
会

記
念
大
会
、
み
ん
な
で
綱
引
き

　
９
月
13
日
、
町
内
３
つ
の
中
学
校(

鷹
巣
、
平

尾
、長
島
中)

で
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
川
床
中
学
校
は
５
月
31
日
）

　
長
島
中
学
校
（
宮
内
征
人
校
長・63
人
）
で
は
、

応
援
団
長
の
石
川
璃り

お将
さ
ん
（
白
組
）
と
小
川

鉄て
っ
し
ょ
う
生
さ
ん
（
紅
組
）
が
「
限
界
突
破
、
一
瞬
に
全

力
。
一
歩
先
へ
生
徒
全
員
で
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
創
立
80
周
年
を
記
念
し
て
、
地
域
住

民
が
参
加
す
る
綱
引
き
を
実
施
。
在
校
生
や
保
護

者
、
卒
業
生
ら
が
力
い
っ
ぱ
い
綱
を
引
き
、
世
代

を
超
え
た
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。


